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序

秋田県の南東部に位置する仙北平野は、先人の

残した数多くの文化遺産をかかえ、また、県内有

数の穀倉地帯にもなっています。

農林水産省東北農政局では 農業用水の有効利

用をはかるため 仙北平野農業水利事業を計画し

実施してまいりました。本年度の事-業区域内に、

明治時代から著名な縄文時代晩期の石名館遺跡が

所在するため 秋田県教育委員会は文化財保護の

立場から協議を重ね 記録保存のための発掘調査

を実施いたしました。

その結果、石名館遺跡は縄文時代中期、後期、

晩期と、平安時代にまたがる複合遺跡であること

がわかりました。

この調査成果を集録した本報告書が、今後の埋

蔵文化財の保護と研究にいささかなりとも役立て

ば幸いに存じます。

最後に、この調査に御協力をいただきました東

北農政局仙北平野農業水利事業所、六郷町教育委

員会、仙南村教育委員会をはじめ、関係各位に厚

く御礼を申し上げます。

昭和59年 3月31日

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長



例 下二草

1 .本書は、東北農政局fl.u北平野農業水利事業所の昭和58年度fLll北平野農業水利;事業上総:川排

水路工事:施行に伴い、 1UJ北部六郷町六郷字石名館59毒地、同郡松!南村南町宇石名館65番地 2

号他に所在する遺跡の一部が消滅することから、秋田県教育委員会が記録保存を目的に発堀

調査を実施した王子名館遺跡の記録である。

2 .本遺跡の調査は、昭和58年 2月21日から 2月28日まで予備調査を実施したあと、昭和58年

9月16日から 10月30日まで実施した。

3 .石器の石質鑑定は、秋田県立博物館i嵯峨二郎学芸主事にお願いした。

4 .年i:r:l!:器の蛍光X線分析j去による胎土分析・産地推定は、奈良教育大学理化学教室三辻利一

教授におWrlltミした。

5 .本遺跡の発掘調査・資料整理に際し、次の諸氏から御教示を賜わった。記して謝意を去す

る。(敬称Jll各・順不同)

-高倍光宅(右名館遺跡出土遺物所蔵者) 庄内昭男(秋田

鈴木克彦(青森県立郷土舘研究員) 成田滋彦(青森県盟蔵文化財調査センタ

6 .本書の主たる執筆と編集は桜田が行ったが、出土遺物のうち、縄文土器を池田洋一、石製

品を佐藤雅子が担当した草稿を桜田が加除筆した。
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第 1章はじめに

第 1節 発掘調査に至る経過

東北農政局1ili北平野農業水利事業所では、昭和58年度1111北平野農業水利卒業として、仙北部

六*l!ljWJとl可11ljfLl1 

名館遺跡(

を流れる上総)11排水路工事を計画・施行したが、

4 )と仙南村在名館遺跡(

に六担li町石

56)が所在すること

が判明したため、秋田県教育委員会と当該遺跡の取り tlれ、について協議した。既に計Wliに{追う

て排水路が建設されており、設計変更等は不可能で、あることから、昭和58年度に発出調査を

地し、記録保存をはかることとなった。しかし、その後、東北農政局側に、排水路の集中・分

岐する部分の工事を昭和J57年度中に完成させなければならない事情が生じたため、 ~I]~皮秋田県

会と協議を重ね、その一部50m'をH昨日58年 2月21日から 2月28fJまで予備制主として

発J臨調査を実施した。この予備調査では、遺構 3基と多一覧の縄文土器・石器とともに、陶般若号、

品、木製品、!主果実1'(が出土した。

昭和田年 9月13日に東北農政局uli北平野水利事業所小原弥

県JA.蔵文化財センタ

る水路の遮断と切替えの可否、 び道路の安全対策、

、桜田 隆文化財主

の住家

の移転時期、排土地確保等、発掘調査全般にわたって打ち合わせを行い、 16日から発掘調査に

入った。

第 2節調査の組織と構成

遺跡所在地 秋出県仙北部六郷町六郷字詰名館59番地

秋田県flll北部仙南村南町字石名館65番地 2号 i也

調査期間 昭和58年 9 月 16 日 ~10月初日

調査予定面積 1，110m' 

調査面積

調査主体者

調査担当者

700m2 

之斗
コス

調査補佐員

秋田

桜田 l在

小林克

池田

(秋田県埋蔵文化財センタ

(秋出県J:ill.蔵文化財センタ

(秋田県埋蔵文化財センタ

佐藤雅子

小林弘

調査作業員 佐藤徳治郎佐藤広樹

-HHHsd 

口
討
ハ

梅川三四郎佐々木勇四郎
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第2章遺跡の立地とfit境

坂本新一郎加藤教光高橋!i~Z七

伊藤金一郎又井烹高井ミヨ

鎚谷文子小原リサ

ノJ，'J:出福治郎佐々木重?fi

シモ 高僑シズエ

整理作業員 恵子進 長谷川 )11良子高焔フサ子継問夕、ソ 山田

調査協力機関 東北農政局1111北平野農業水利事業所六指|沼I産業課六郷町教育委員会

{l11南村教育委員会 東鉄工業株式会社仙台支屈仙北作業所

会社iLLi 北作業所

第 2 遺跡の立地と環境

第 l節 自然的環境(第 1図)

秋田県南東部に位置する横手盆地は東西約12 15km、南北約50kl11の細長い盆地である。盆地

東側には奥羽脊沼山脈を形成する山々が連なっている。この横手盆地は I~YT層を伴った構造性盆

地であり、 LLi地から削剥、運搬されてきた大量の土砂は、盆地に出ると急激な営力の低下によ

り扇状地を形成している。盆地東縁部の扇状地は、北から本堂城回を仁!こ1，C，、とする

六郷町を中心とする六郷扇状地、金沢から御所野にかけて小規模に広がる金沢扇状地、御所野

扇状地などが認められ、典型的な複合扇状地:l:kの地形を呈している。 御所野扇状地が段丘化し

ている他は段化が認めらlしず、それぞれ西方で沖積面下に没している。これら扇状地は、いず

れも滞水層を形成している。

沖積低地を構成するものは、古期および新期の河川堆積物であり、前者は横手金地を広く覆

い、後者は現河川沿いに分布する。

石名館遺跡は、真昼UI(1059.9 m )、女神山 (955.8m) 、740.9m 頂高から流下する

烏 )11 、七滝川、 j易出沢 )11 が運搬してきた土砂が堆積してできた六郷扇状地の古~tJjドi曜:扇状地の

扇端部に立地する。この 3本の河川の流域には、亜炭を

山角 を主体とする千屋

層、弥勅層、真主主)11層、湯田層の各層が確認されている。また遺跡北方には硬質泥岩の吉沢川

層、南には、ハリ質ー安山岩、普通話!C[:Î紫蘇輝石安山岩、浮石凝灰岩、砂質凝灰岩の弥切~J習が認

められる。 遺跡が立地する地点

をなしているが、

品に加工された石片の五質は、頁、

、石英、県11在石、粘板岩、

の大部分がこの盆地東縁部で確保できる。

2 -
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第 1毘遺跡付近の地形と地質

遺跡の位置は、北緯39
0

25' 、東経140
0

32' 、標高35~36m で、奥羽本線飯詰!択の北東1.75kmの

地点である。 行政区域では仙北部六郷町と同部1111南村にまたがっており、 『秋田県遺跡地図』

(秋田県教育委員会1976) によれば通番号626石名館 仙北部六郷町六郷字石名館59 61、通

石名館 1111北部1111南村南町字石名館35 の 2遺跡、になっているが同一遺跡である。

遺跡、の現状は、宅地、水田、水路となづており、 jo=くを上総)11、旭川iが流れている。

3 -



第 2章遺跡の立地と環境

参考文献

秋田県 1976 秋田県総合地質国IPM

秋田県教育委只会 1976 秋田県遺跡地図

第 2節 史的環境(第 2図)

石名自立遺跡は、縄文時代中期から晩期、平安時代及び中世に営まれた遺跡であると考えられ

ている。本節では、石名舘遺跡の位置する横手盆地内の遺跡を概観し、その変遷ーの中での石名

官官i立跡を Ilf]らかにしたいと考える。

横手盆地の1[1石器時代の遺跡として盆地南西禄辺部の羽後町新成 (64) 、五把出山(、

山 (35) があげられる。新成ではナイフ形石器 7点、掻器 2点の他中

形石刃が、五把手山からはナイフ形石器 1 点、彫刻器 1 点が、横手高校裏山からは黒 IIt~石製彫

刻Hf.i:1点が出土している。

縄文11#代のi立跡は各期を通じ非常に多い。前期]では横手 山 (36) 、雄物川町羽根子沢

(、羽後町松ケ台 (75) 、小松 (76) 、松の宮 (73) が知られている。中期では、神間町

愛宕下(1 )、千):1lI村雲穣野 (17)、一丈木 (19) 、内村(14) 、六郷町鎧ケ111奇III(23) 、羽

後間J~~Jí-城 )11 (60) 、貝沢 (78) 、横手市中杉沢 (34) 、Íl~南村小出 (28) 、飯詰)が知ら

れている。後期jでは、大森町末野台 (33) 、平鹿町明沢 (68) 、羽後町林1I1奇 (59) 、大雄村浅

抹 1 (52) 、渇沢市高屋敷 (72) が知 ζれている。 晩期では、神岡町岳下(2 )、岳裾(3 )、

南外村中野(9 )、大曲市鳥居II (4)、成沢 1 (7)、成沢II(下成沢) (5)、成沢III

(80) 、千畑村外)11J京II (20) 、六郷町鎧ケ1I崎町 (23) 、上凶天地 (24) 、四ヲミ森 (25) 、鎧

ケ 1I1な (26) 、くさじやはり、蘇沢 (21) 、 fl~ f有村飯誌、横手市オホン清水 (40) 、庭先(55)

佐111奇 (53) 、長谷 (54) 、平鹿町1;可弥陀出 1 (65) 、阿弥陀出 II (67) 、浅舞 I、古館A、

(51) 、上部 (56) 、平沢 1 (57) 、増田町八木 (70) 、平鹿 (69)が知られている。

弥生時代の遺跡としては、大山市宇津台(8 )、横手市手取清水 (39) 、平鹿町鳥越~;jH66) 

平鹿町ーミIZ沢II (58) 、雄物川町十三塚III(79) 、湯沢市倫の上 (71) が知られている。

古代の泣跡としては、雄物川町蝦夷;塚 (47) 、 fl~f有村保土森 (31) 、六郷町五森 (22) が墳

墓として、仙北町・千知i村:jt回十illr跡 (15) 、羽後町ひは‘ f)野 1 (61) が城柵跡として、 1111南村

飯詰、平鹿町中藤根 (45) 、 ド ]H~恨 (46) 、羽後町城神廻り (63) 、大!日]市藤木 (12) が集落

遺跡として、大rllJ市成沢(6 )、九 1-九沢 (10) 、雄物川町末館 (50) 、横手市物見 (30) 、

郷土館 (43) 、羽後町七窪 (62) 、平鹿町竹原 (41) は須!&~器窯跡として知られている。また

ノ口から八ッ口にかけては条制遺跡として知られている。横手市金沢村ffr跡は、後三

年の役擬定地とされている。
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第2bi'i 歴史 ÉI/Jl~VJ~

中世に入ると城館が多数構築され、大山市四十 (11 )、六郷町古館(1:3)、千畑村本堂

城(平城) (16) 、本堂城(山城) (18) などがあげられる。

111~子盆地の!日石器時代から中世までの遺跡を慨観したが、石名館遺跡と密接に関連するもの

として縄文時代後期J.晩期・古代窯跡・集落と中世城館であろっ。特に古代窯跡は、石名舘/Jj

土須}J;:器の生産地を推定するうえで重要で・ある。

参考文献

武藤一郎 1925 γ1111 北DI;六WJj京社リ;j F秋田 l巻 2号

武政一郎 1925 「羽後iLll北部六郷東桜村正'I-lj{fと!故手刀」 15巻12号

武藤j;失J;え 1931 l' ;J;J f走行名館w二i二の木製!日lj 3巻 4号

j菜沢多市 1932 「金沢rJlltと金沢八11骨折11社」 「秋日j 県史跡名 )J寺調子日IÆ告 ej~ 1 

高焔IU- 1933 l' ;，j)J後Ti名虻[の石器1I寺1-tj立物」 23巻 1号

小r}~i~k:t'{ 193:3 「羽後|主l石名館発1):11の二i二ilJL1.版等についてJ 5巻 2号

i泊三千 1936 「払旺1HlIt:!]し 『史 ~tt首J~î :tlt報告J3

武jJ~%f9(城 194~) 「秋同県Í!ll 北部九 J-jLl)~窯跡」 EI2J三考己1・U半年報 n 2 

武)f2i主夫J}，占 1957 l' 11¥ EEI県1111北部主将担目立跡J 『日本考出学年報 5

文化財保護:委只会 1959 l'秋田県平鹿郡雄物川町大字造山 ~!I~夷塚 111土勾玉等」

秋田県 1960 11秋田県史考古車IHIjJ

{子I')f~i1i:%h:lt 1960 1-京北北部の弥生式二1--昔話J 1]"丈化jJ24巻 l号

笛+':~:4三 11寺 1962 l'秋田県桃子市発見の!司法IJ器J 若木考古 6:3・64

諮問奈時 196:) l'羽後町五把子山発凡の石器について J 秋 !::EI 考 i! 汁~:jJ 22巻

fJl向 上11・;引jH長1I寺 1963 l'秋 IJ:I 日r~羽後町二仁館新成発見の石器について上代文化jJ 33号

大和]久民平 1963 l'平鹿郡雄物川町末館窯跡発iJ:l1f11告J 1]" h:f 

山下括主1* 1966 l'怖の上i立跡」
4、仁二1
L， -;ιf 

秋田県教育委員会 1967 1]"込出泣跡発iJl1\it品û1dl昨':~Itn 秋山県文化財調 ft'W {I;_ ，l;:郡山集

秋田県教育委討会・ぢii子市教育委員会 1967 1]"1i'~?J~tlll}跡発 il:l\司，~1dllJE ~lljJ秋1-11 県:文化財，~，'iJ1dI1;j(jJi:

第12集

~mf~i I売 1970 l'秋UIUl大1111r=li宇iltノf'i~ì立跡の弥生式土慌についてJ :誌を 3号

半FlI市太郎 1971 似詰!日六~WJ 1]" f1( [11 Vr~文化財)

奈良 {I孝介・ II!;T~ II[/j 士1¥ 1972 秋!日

羽後lHJ教育委主{会 1972 I]"}:E_[討 Jl'JEEjj立日夜、発射訓五平11台北?J

杭子市教育委員会 1973 1]" 11 1 杉山泣跡発射iI~副，';J1t慨卒11)J

秋[11考古学協会 1974 II1i1 JJ~%Wj立跡J
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第 3章 発掘調売の概要

大和久長平 1974 11手取清水i立跡発illl\iili~1t報告書』

秋田県教育委員会 1975 成ジtiti;跡発illl¥調査報告』秋田県文化財調査報告書第36集

秋田県教育委員会 1976 下 ji~%H:~j立跡」秋田県

梢手T市li教育委員会 1976 q掠捌郷日別郎1;士館窯i跡i司略高亦:

秋庇問l県教育;委委員会 1976 11秋出県i泣立同跡;j"地也「同司』

i:!N子市教育委只会 1978 11大烏井二LLJ1-1目立子 r!J大鳥井 LLJ遺跡発ihl\調査fltt'1r~-.B 

杉湖 特 1981 1"物見窯跡についてJ ii'f大田地方史論集」

大山市教育委}i会 1982 [f'匹1+二 ti白色 ihJ\訊~1tlll持li .B

文化庁 1977 ii'全国泣跡地図 秋田県J

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

石名館遺跡は、小西宗吉氏の「羽後回石名館発掘の土偶土版に就いてJ (史前学雑誌第 5巻

第 2号)の「緒言|によれば本遺跡、は秋田県Ull北部六郷町宇石名館にあり、 「明治28年頃より

向35年頃に亘り田畑の耕作により自然出土せる縄紋土器数個石器数十個出土せるも先住民族の

遺跡として登録せられしことなかりしが 昭和 5年11月下旬より昭和 7年 8月に亘る発掘によ

り土偶・土版・ -土器・石器・骨角器・植物質製品・向食料品等を発掘し本県に於ける縄

文系統の遺跡として世・に知られることとなった。 J 遺跡である。小西宗吉氏は同報告の「遺跡

の状態」の項て について しており、表にしている ο

J出 IF壬FLE サ :tíf~ 要

黒色 腐蝕質壌土 5寸 1尺 耕地

虫色

1寸 2 Jミ 遺物包含
朱末

黒褐 砂22粘土 1寸-2尺 同 上

(或は粘土) 3尺以J二の深さ 植物性遺物或は底土

この報告では、遮光器・土1fJ~ .土版・ ついて論究されているが同時に、木製

リン力、、 11閥、 リンカ"21WI、高さ 25cmの紋様部に朱を沈下した壷 11WIを出土したことにも触

れている。この小西論文が発表される前に出土した木製品 1点について、武藤鉄城氏が「羽後

i耳石名館出土の木製品」と題し、 リンガについて 3 4号に発表している

この中で武藤氏は、 は、 式土器製作の絶Jn1!JJに相当するものと認められるが、包
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第 1i1i'i j立師、のH!AliJ1.

い乍らも水辺草のj尼炭層を構成し、一部分はトチ・クルミ m果から成る特種

:llË炭!日であることは注目に値する」としている。そしてこの木製品が、土川村)J~1Z屋敷出ニi二の朱

認さ相~、荒川村輿山出口竪穴出土の朱色漆査に次 V' で本県出土石器時代純物製品は 1111 北部に於い

て 3f盈となったと幸良じている。

また、考古学雑誌23巻 1号(昭和 8年 1月刊行)の雑誌に、 「六、羽後石名館発見の石器u寺

代造物j として、小西宗吉氏が、東京帝室博物館へ持参した石名館遺跡出土のj宣物の中から高

橋直一氏が顔面を彫刻した岩版 魚、形のぞま版について記述している。

小田宗吉氏の発掘調査の後、好事家の子による遺物の出土が相次いでいる。石名掠遺跡の所

在地に在住する高橋喜則氏によれば、高橋喜~iJ氏の父親は自宅の縁の下まで掘り尽したという。

この出土品は、石名館遺跡を見学に来た東京の学者連が、 「せっかくここまで来たのだから一

つくれ」と要求し、{憂品のほとんどが散逸してしまったとの事で、ある。現在、縄文土器、玉類、

石斧、耳飾、石j住、 :(j錘、土問、岩版、土版、石織、石皿、在棒、丸石、木製品等の石名館泣

跡出土の遺物は、地元の高橋喜則氏、 、伊藤熊吉氏が所蔵している他は、東京

博物館、秋田県立博物館、 コレクション中にいくつかみられるにすぎな

し、。

また、石名舘の地名については、中十止城館の所在を想起させられるが、現在ではそのi面彬す

らない。昭和20年代前半に実地踏査され、軍事学と歴史地理学の両国から考究した沼館愛三氏

は、その遺作『出羽諸城の研究』の中で「石名館 六郷町西南約 1;ji干の石名舘部落にあり、是

して僅かに旧 II~j を偲ぶのみである。六郷氏!日臣の居た所といわれる。 戦術的に見れ

ば屑舘式のもので抗戦力は致って薄弱である o J と述べられている。

51用・参考文献

武藤欽城 1931 i羽後出石名館出土の木製!日Ij :r史的弓f:雑誌、』第 3 巻おí~ 4号

小西示古 1933 í 羽後国王{名館発JJil: のこtill~土版~~に就いて J :r史前学科í~;tt.J1抗 5巻第 2号

高焔直一 1933 í六、羽後名館発見の石器Il~j:代遺物J :r考古i0'f:雑誌d1 23巻 l-"J

奈良修介・ 41jJJ j古 1967 oW~1 1:I県の考

m館愛三 1980 1:1-¥ )]:] if者かえの研究」

fJ森県立郷土館 1973 円札(f!l企コレクション目J:JJ1

秋田県立I'}J物館 1982 

秋EEI県教育委只会1976

F秋 11:1 県立 I'，~~物館収蔵資料目録

叫大EE1りlLJ立跡地国』
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第 3章発11:1¥調査の槻要

第 2節調査の方法

調査区の設定(第 3図)

本遺跡;の発出調査の対象となったのは、六組|加Iと1111南村飯詰を結 東側に隣接する上

総)11排水路の総延長173.23m、IIJ面7mのうち、まだ移転が完了していない住家部分を除く 1110

m'である。はぽ直線で、あることから、 fllJ北平野農業水干Ij事・業所が打設しているNO.49とNO.50の杭

を結ぶ帝京を基準斜!とし、 NO.49を基準点として10m間隔で杭を打設した。その後、と直交

する線を求め した。 NO.49の西側にも 10m離して杭を打設し、 NO.1グリッド、 NO.49から束fNlj

10111までの!玄i商がNO.2グリッド 以下No.3 ~No.l 9 グリッドま

ドの表示は、 1 G、 2 G.一…19Gとした。

2. 調査の方法

した。調査記録へのグリッ

2 FJに実施された予備調査の結果と過去の調査記録から、調査を実施するにあたり、次の諸

点について資料が得られるよう努めることとした。

① 小西宗吉氏の記録及び予備調査において検出されている

検出及びその共伴i宝物を正しく把握する。

の確認と、航物性遺物の

② 土師器・須恵器・陶磁器類が出土しているので、上部に当該時期の

するかどうか把握する。

-遺構が存在

③ 造物は 1点 1袋あるいは一括 1袋とし、出土グリッド、遺物の種類、遺物番号、出土層

位、出土年月日の記入された遺物カードを同封する。

④ 写真J故{j~'~は、図面記録では表現しきれない状況等を的確に表現するため、モノクロネガ

フィルム・ 1)パーサルフィルムを使用する。

第 3節調査の経過

本遺跡の調査は、 9月13日に仙北平野農業水利事業所との打ち合わせを行ったあと、 9月16

日に発掘器材を搬入し、グリッド設定等発掘の諸準備を行い、 9月19日から作業員20名を投入

して調査を開始した。

予備調査により 17~19G の状況は一応把握できるが、 1 ~10G までは未確認で、あることから

各グリッド 2~3 ヵ所任意に 1 x 1 mの範囲での試掘を行い、その状況把握に努めた。その結

果 1-3 Gでは水田耕作層下が直接砂質粘土・棋士層となっており、 j宣物包含層及び遺構は検出

きれなかった。 4~6G では 10~30cmの盛土下に水田耕作土 (20cm) があり、その下の

(20cm)が遺物包含層となっている。その下は色砂質粘土 (50cm土)、砂壌土 (70cm::t)と

続いている。 7~9G では ~Jト作土 (20cm) 下の黒色土 (20cm 土)と、砂質粘土・砂壌土 (110

- 10ー



cm:t )下の黒色土 (lO-20cm) 

が遺物包含層となっている。

その下は白色礁層と絞いてい

る。 しかし、地表下 lOOcm土

のあたりから減水ヵ、激しく、

'*'1'ポンプで似水しでも、防

水能力以との湖水で作業は困

様であった 8Gでは上部黒

土府中から訂謀、 {i刀、磨製

イi斧、刊行、縄文 i:器片の他

に土師~.ii J~ 、泊 JLE:苦言片、陶舷

~i);)'，カ{H\.ししており、悦乱さ

れている可能性ヵ、強いと観察

さilた。17-19Gは、稲刈り

I jíjの水部し uSJ~1 と去な っ てい

るため、 JJI.水路の上流での遮

断 ・切外えも倹Jされたが、

ニの水日告がt主主JH7Iくばかリで

なく、if刊;)iJl)水干1)の役HもN

っており、勝子に遮断 ・切符 、

えが111米ないことが明らかと

なり、鵠筏地内あるいは凋代

以内での水路変~を検討し、

その結決、陥接地内に水路を

先行させた。道路側は危険防

止のために傾斜する法函を設

定し、 JJI.水路の堆千六土砂をiJ!

織で排除した。

fiぬ!剣先時の鋭祭によれば、

16Gと17Gの境界付近の来側

では iJ~段階、 Yi色砂磯崎、紘

灰色帖 J:Ji-f、帥1!.¥色土とt依存t

第3節調ftの針通自、、、、、、
、、.'
、"v 、、、、、、、、、

A 、、、、、、、、、、、、、、、

、、、、， 
， 司町 、
"、、，、、一

，'、ー、
‘、、、、
、、、、、、

、、

ー胆
、
、、

11J| 、JlJrfAV
jjj〆、¥

• 11 .. .〆，_"/
l;l 乙γf

wjY、

M3図 地形&.びク'):;ド配置図
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部 3:fj'.': 発.Jhl!調査の慨嬰

16G 18G 19G 

lG 4G 7G 9G 

密密 J川色土('，ud:)ro Il古オリーフ灰色粘土層 匡雷同色土

，~，I，!尚色二I-_(l~りていは俳il'二1: )1\'1 f'f色・紋灰色抗IjこI-.).:?，: 虫色こ1:1(;)

N.t;色 UI'I 111 色紗rq~ ・ I5- 色際iI':i 灰色村i土!弱

県色ニU¥'I 声t尚色ニl二('なこ仁)府 よI，HI1¥色:1:1爵

第 4図土層堆積柱状図

があt~ 、ているが、本調売では泥炭層が確認できなかった。 17~19G道路伺Ijの壁面での観察では、

土 (60cm士)、黒字詰色土 (30cm土)、寅褐色土 (95cm::t)、青色粘土 (30cIl1土)、青色砂1i業

(30cm)、青色{喫と続いている。 16Gでは黒褐色土と灰色粘土(総灰色粘土層の上部に堆積)

が純文l時代の造物包含層となっているが、 17~19G では、粘土居中にはほとんど遺物の出土が

見られず、その下位の古色砂i喫層カt造物包含層となっている。この包含層は、仁1:1l~JJから後期に

かけての土器片、行倣、干二i錐、石!也、石刀、打製石斧、磨製石斧、石棒、石J11l、凹石、不定形

石器やはさ i~そりのごL ";'1:i:)~'など縄文時代の造物の他にも土自ijî器、積立!:器片を させている。

16~ El Gの からは、土器、石器の他に木製品、ド畏果知も 出土こしている。 17~19

Gの刺査は水路の遮へい部からの樹木と、調査区壁面からの湧水が激しく、水中ポンプ 2台で

常時排水したが、聞にあわず、水路発1ltL¥調査の凶難さを再認日哉させられた。また、抗日正中 2回、

写真jllil;与のN¥1JfH中 2回、山!日j部に降った雨ので水路が増水し、切り替え水路から水があふ

れだし、乾燥中の隣接水田を浸すことになったため、Li..むを得ず調査区内を通水させた。この

ため作業が数日間停止し、再開後に土器・石器とともに、なまず、どじょう、ふななども収納

された。
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筑4京調査の記鈷

10月15自には 1- 6 G、16-19Gの粕査が終了し、 7~10 グリッド

が 120cI11土と厚いため、重機で排除し、

玄ノ そ

を精査した。この結

果、 F部 とした黒色土は非常に薄く、小範囲のもので、遺物も縄文土器の小破片が数)4e

したにとどまる o 10月29日に

調査を終えた。

了し、 を終えた。 10月30日発掘号制寸を搬出し

第 4章調査の記録

第 l節遺構( 5図)

予備調査1I寺に 16G 灰色粘土層上国で検出された滋状遺構(SDO1)1条、柱穴様ピノ

ト2ヵ所 01，Pit 02)の 3 すぎない。

Pit 01 

。Pit02 。
¥ 

み
。 5 m 

第 5 図遺構実~Wj 図(l6G)

;蕎状遺構 (5001) 

16G の現水路右岸の灰色粘土層上Wíîで検出された。長さ 3.08cl11、上'11[お3~80cl11、深さ 18~20

cm、成 '11話35~90cmで、はほ、南一北に走っている。この遺構の中からは亥IJ みのある木村とスタン

品が日

キ主穴中葉ピット (p比 01. 02) 

状遺構の西側で検出された。 Pit01は、 I~}目口部長径45cm 、 、i栄さ 40c:m、

径32cI11、短径20cmの楕円形プランを呈するピットで柱痕跡が時認できた。 Pit 02は、関口部直

- 13 



第 4章調査の記録

径35cm、深さ20cm、農径25cmのIU各円形フ。ランを呈するピットである。柱痕跡は確認できなかっ

た。いずれも灰色粘土層の上面で検出されている。

これら 3遺構の構築時期は、灰色粘土層下半から縄文後期末葉、上半から晩期の土器群が出

土していることと、遺構のプラン確認面が灰色粘土層上国であることから縄文時代以降の所産

と考えられる。

第 2節遺物

1 .縄文時代の遺物

(1 ) 土器(第 6図~第15図)

出土した土器は整理用コンテナで約40箱分である。このうち復原できたのは 6個体で、他は

すべて小破片である。これらの土器の大多数は、 17~19 グリッドの青色砂礁層から出土きてい

る。この青色砂磯層からは、土師器、須恵器、陶磁器も出土していることから、縄文時代晩期

以後の二次堆積の可能性が強く、当時の原位置を保つものとは考えられない。このことから、

現地では出土状況を把握し、層イ立的な遺物の取り上げも行ったものの、層上部、膚下部から出

土する遺物が製作・使用された時期の差を意味するものではない。

従って、出土した土器は従来の土器分類・編年に基づいて分類するが、流水によると見られ

る器表面の磨滅した土器片が多く、分類・図化できるものは僅少である。

出土した土器の中には中期に属する結節縄文の施文された極小破片もわずかに見られるが、

本稿では、後期前葉、後期中葉、後期後葉、晩期前葉、晩期中葉、晩期後葉の 6群に分け、更

に各群をその文様構成等により類別する。

後期前葉の土器(第 9図的)

口縁部に LR縄文を施文後、沈線を鈎手状に巡らし、口縁部文様帯下方を麗泊している深鉢

形土器である。胎土は鍛密、で、焼成が極めて良好で竪紋なっくりとなっている。内面はよく

かれている。

後期中葉の土器(第 6図 1~15 ・第 7 図 16~24、第 8 凶27~32 ・ 34 ・ 35)

この後期中葉の土器群は、刷毛白状文の施文された類(1 ~12 ・ 14 ・ 15) 、箆なでされた類

(13) 、箆削りされた類 (16 ・ 18) 、無文の類(19~24) 、縄文施文後に沈線区画し手IJ点文を

加えた類 (27~31) 、口縁部に連続刺痕列と沈線を施文する類 (32 ・ 34) 、内外面沈静tの施文

された類 (35)に類別できる。刷毛目状文の施文された類は、更に帯状に施文されるもの(1 

'3~7 ・ 9 ・ 12 ・ 15) 、器面全体を横伎に施文するもの( 2・8・10・11) 、沈線区画され

るもの(14)に細分できる。器形はいずれも深鉢形を呈すると思われる。

箆なでされた類(13)は、制り込みにより沈線状くぼみがみられ、あたかも入組文がくずれ

- 14 
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部 4埠: 調子tの記j止

た文様のようにも観察される。

LR縄文施文後にjたおjl区画し、子Ij点文を配した如、連続刺痕列の類、内外I言i~尤総の類は力1] 曽

利 B式土器併行の深鉢形土器と考えられる。

16 

/ 19 
Iま合l(u

24 

20 

ワ2

一

智

弘

コ

革

、

刀
川
ピ

織地((

~ ¥1 
26 

第 7函

後期後葉の土器(第 8 図38~42 ・第 9 図43~48)

所謂惚付土器様式である iイl要内V る。こ 、縄文・沈総j玄

画 .J謀、消後に l~ ，lî唱された jm (38~42 ・ 47) 、入組帯状文に貼!屈された ni (43・、数条の平

行沈綜施文後に貼帰された1!Ii(45 ・ 46) 、 2 段の沈線区曲i帯 r~J に上・下段逆向きに沈線羽 :1犬に

を充墳後、貼f認された，m(48) に類別される。 43は来日1かい刷毛白:1)¥文が地文として施文されて

いるが、 44は磨滅により入組帯状一文内の充噴文械が不明である。器形は深鉢が主体をなし、

浅鉢は各 1点である。 深鉢のうち43・44は胴上半でくびれる

部がくびれる器形を呈する。

キャリバー形を呈し、 48は頚
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第 9国土器拓影図(4)

晩期前葉の土器(第10図50-76)

入組三叉文に代表される前半の大 ir~ B式土器様式の類 (50-57)、羊伏文に代表される

j同B-C式土器様式の類 (58-76)に大別される。

大il司B式土器様式のjmは、入組文 (50-53)、入組三叉文 (54・55)、玉抱三叉文 (56・57) 
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る精製土器の破片が多く出土しているつに細分される。鉢形.lJミ日形を

出状文 (58 、連続亥目白文 (63 にお11分され、器

とも赤色顔料が塗布されている。

大相B-C式土器様式の類は、

形は鉢形・壷形・台付浅鉢がみられる。 66と69の壷には
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第 4章調ftの記批

晩期中葉の土器(第 8図36・37、第11図77第12図1:32) 

を占め、磨{~i縄文が全 lr{ìf J{JJ となる大 il司 C1式土器様式の知 (85~93) と直総的な

'F行総化した文慌が主体をなす大洞C?式土器様式のNi(33 ・ 36 ・ 37 ・ 77~84 ・ 94~132) に大
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日2民j i立物

日IjさlLる。

大洞式二L.~.iF HJt式の知は、羽状 ~IU文 (77-80 )、 ~1~: J1:;丈と述統刻 I~I 丈の組み合わせ(85-102)

C'J-:丈 (103 )、 j主続刺:出すIJと沈判!の組み台わせ (108 - 132) に説11分できる。 94には Illa~下りよ

i手文がみられる。

器}F;は、 1支鉢11:;. H~}F; ・ JIlL JF; ・ U: 口 JI:; を るc 大j同C]式ニi二器様式の休!F;土器にはタール状

の炭化物が付着しているものが多い。 86 ・ 105には虫色鉛料、 9~J にはぷ色!況は::1のされてい

る~

晩期後葉の土器(第B[2Z]133-節目図 191)

工字文、入京I!工字文が主体をなす大 ~llíJ A式土保悼式の土器 ( 1::l4-1ぷ5 )、

π イーム十人 D86 ・1 SlO ・ 1~) 1 ) 、

'11112 の与 ~ii.i}日がある

(187 - 189)に示111分さJ.Lる。針" jえj本・ 1111 ・

133は 3出:3j. 3泌6とj共七に大j洞同 ρよ式\:j二ゴ土l卜上-_1fι昔器;洋÷汁1様f是長わ〉式\:~た引一一イ土←七I 一

である

本遺跡出土の底部破片についての観察(第15図 192-205)

成部ii}~nーを観察すると、 )J堵付 (202 )、無文・ムI~i廿 (196)、 (192 ) 、木日ミ痕

(200 ) 、箆:1た工て只a によるヨ;J:1た白iJリ込み(194) 、キ|司代:肢 (193・195・197-199・201 ・

203 ~205 )が認められる。

制1-t肢のある!底部を更に観察すると、いずれも 1 りであるが、〔経 1 出え・ l本if1i1)、

1本社主り・ 1本起え〕の科lIiみ方 (198・199・203)、 〔経 1 出え.2 十1)、緋 2本超

え・ 1 符I}]の判lIiみ)j(193・195・197・204・205)がある (201は不切り。

また、経とやf，tの)五(体がIliJIIJt!~ のもの(197 ~ 199・203・205)と、によヒべ悦が 2i;'¥:の111111を

もつもの(19:3・195・204)が観察される o 198は[i:i]IIJI~~ であるが、帝王ーがhlii.平であるのに付し

ゃ1ftは体状を呈するようにおミさlLる。

- 23-
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み(~ 4 î?~~ HJM ~Ptの [iL;[;:J~ 第 1表 出土土器観察表

番号 出土地底 出土層位 部位 文 様 構 成 器種 1i首 者J 

1 16 G 砂li紫層 !二i品会一音E刷音Ij 刷毛日:伏文 7~~ 鉢

2 16 G " LH攻~吉日JJI時Ij 刷毛目状文 j宗主本

3 19 G " 口 F切()(手立g:lj 刷毛自状文 j菜鉢

4 18 G " " 刷毛目状文 深吉本

5 18 G " " 刷毛目状文 i菜鉢

6 18 G " 体 XHIJ毛目 tk文 深吉本

7 19 G " " 刷毛目状文 深鉢 裏に炭化物付着

8 17 G " " 刷毛白状文 j呆鉢

9 18 G " " 刷毛自:l:k文 j来鉢

10 19 G " " 刷毛目状丈 深 ill*

11 18 G " " 刷毛目:伏文 15t~針t 表に炭化物付着

12 19 G " " 刷毛目状丈 j菜鉢

13 17 G " " 箆 な で 深吉本

14 18 G " " 刷毛目状文 i来 ill4~ 表裏に炭化物付着

15 18 G " " 刷毛自;伏文 j菜鉢

16 16 G " 
口主三k一-剖底i部 箆 出リ 鉢

17 16 G " 
口~，~一音I底i 部 盤 文 鉢

18 16 G " 口綾部 ~è. 自1 鉢

19 19 G " 口縁部突起 金正 文 深鉢

20 19 G 11 口総e 部 盆E 丈 深鉢

21 19 G 11 11 無 文 i栄鉢

22 19 G " " 金正 丈 j菜鉢

23 19 G " " 
金正 文 75t~鉢

24 17 G 11 11 金正 文 j菜室~~

25 19 G " " 口総音1)突起・沈お~~-→溜 2て1ま~ 日縁音IjB突起

26 19 G " " 口紘部突起→口唇部連続刺痕亨IJ 笈ェ~ 日縁部A突起

27 19 G " " LR縄文→沈線→亨IJ点文 j架鉢

28 18 G 11 " 沈SJj{→亨IJ点文 買さ

29 17 G " 日!司 音IS LR縄文一→沈総→亨IJ点文 深鉢

30 18 G " イオi f口5=1)ミ LR縄文→沈紘一→列点文 深宮本

31 19 G " " LR縄文→沈線一→子IJ点丈 j菜鉢

32 18 G 11 11 沈お~t .連続料痕亨IJ j菜鉢

- 26-



:X~ i'iii ，立物

番号 出土地区 出ニi二層位 部位 文 1張 1主 器能 jirfJ 考

33 19 G 砂li岩層 仁1iJ:北部 ~iU)j~→連続料痕亨Ij

34 19 G " " ~t*Jj~→連続刻目丈 i宗鉢

35 19 G " 口縁音1¥突起 表裏ともに沈iti j菜鉢

36 19 G " 頭部~体部 L R~屯文→iりま→連続刻目丈 ~ì~ 

37 18 G " 口減古Ij LR縄文->')¥辺け土jtji→口唇部連続刺痕列 j架 illi~

38 18 G " " LR~:f日丈→沈判(→出→!二i幹部竹管圧痕 j菜鉢

39 18 G " 体 音E LR~:fli丈→沈t!j!→惚→仁i 特部竹告;圧痕 j架 ßi~

40 17 G " 
[ 寸J ~:~反ζ3t- l1ヨちだVい LR縄文→沈紘一-+Jf~{'*IJi土手JIづ廃刊j i~長 ß4~

41 19 G " 1/ RL縄文:Kfl→沈線 深鉢

42 18 G 1/ 

" RL縄文→市→沈線 j菜 宮本

43 16 G " i二1 品~主主音底I~ 古 I~ CHü付・刻日充:t~文〕刻目→~tk:)ít→!新自→民1 j菜 illi~

44 16 G " 仁 刊 1¥ 〔情付)LR縄文→沈線→磨消→出 7* ill本

45 16 G " 口 i球部 〔出付・変IJ目充:liJt丈〕刻自→沈k:gl→惚 j来鉢

46 16 G " 
仁1;1'一}k1'i底 ('Nr!付〕沈斜{→1市 'i!E 

47 16 G " 
日

(')¥';j付)LRMl!文→帰一→沈線→磨消 鉢-g:l~ 

48 16 G " i二l キ~ミK15{本I~ 音1¥ U¥討す・刻目充J長文)刻呂一→沈線→7留一?謄消 i菜 s*

49 16G '17G " 口 不M当t 立ロ15 LR帝国丈一→沈iiil-磨j肖 i来~*

50 17 G " 体 音E 人 組. 文ー j架鉢

51 17 G 1/ n主主音[¥ 人 組 ぺ)( 鉢 ~Hニ日タ赤一ま一/音臼Jと fL凶1三勿定卜1ι~ ! 

52 19 G I! " 人 京区 文 j架鉢

53 18 G " 奇1¥ 人 主任 :丈 i菜鉢

54 18 G " " 入組二叉文 j主口土器

55 18 G " " 入組一叉文

56 18 G " " 玉抱三叉文 針三

57 19 G " " 玉抱三叉丈 注口土器

58 17 G " 口何:部 三手 I~'I :1犬 文 鉢

59 19 G " 口頭部 羊 1)j'1 :1犬 又; 鉢

60 19 G " 口縁部 羊 Wi tk 丈 :iLE 

61 18 G " " ギ三 世元 :1犬 文 鉢

62 18 G " " :1犬 又 鉢

17 G " " j主ifjjl→述続亥IJ白文 5本 仁i 主ま在日 B 突)~

64 18 G " " 沈半Jjl→述統亥IJ日文 鉢 LI 縁部iヨ突起

- 27-



出4 ，!}Iqftの II以J、

番号 出土地区 出土)首位 部位 丈 様 構 成 6~ 種 jJì~j 考

65 18 G 砂11葉層 口 不伝当L℃ f百mυ LR縄文→~t~;j~→連続刻目文 鉢 口 ~\~t吉ISB 突起

66 17 G " " LR縄文→沈帝京一→注統玄IJ日文 ~'I l': 表:哀・亦色itm~l

67 19 G " " L R~:lrr丈一→沈ifjji→連続主IJ 1ヨ文 :ii去iゴf 口紘音1)B '9~j出

68 4 G 粘土層 弘部~休部 LR 縄文→沈和~~→述続変IJ 目丈 :>11': 

6~ì 18 G 砂l潔)百 口上! j主続亥IJ 目 文 笠づi了f 表装・亦色Bjj;jq・

，0 17 G " 口頭部 沈jiji 連続刻目文 吉本

19 G " iコ抹音rS i土料{→連続刻白文 3本 ノト波状口紋

72 17 G " " i尤線→連続亥lj目文 針三 ノj、ねた|犬口縁

73 18 G 1/ 口頭~部体古li LR縄文→沈むil→連続刻目文 吉本 表にタール七状1均付
j民f 売7

74 18 G " f、1 立IS j尤耗{→連続安IJ目丈 台付j芙鉢

門i5 19 G 1/ 仁] ~:ま部 沈市JJ~ 連続刻目丈 吉本

76 18 G 1/ 音r5 沈iiJil→連続刻目文 吉本

77 18 G 1/ 口減音1) 羽状縄文.LR.RL.LR.口政部沈総 深 illi~

78 18 G " " 羽状縄文・ LR.RL.比中~~.口 R~~結15突起 深鉢

79 17 G " 1/ 羽状辱音縄11文・ LR--R頚L部-口箆縁削部 !っ

口 . ~尤組 1* ill本

80 19 G 1/ 1/ 羽状縄文・ RL.LR j芳 吉本

81 19 G 1/ " LR 縄文→沈*~~.口唇部連続刺痕列 吉本

82 17 G " " LR 縄文→沈総 吉本 日械部突起

83 18 G " l紋 木古15 LR縄文→沈線・口唇部沈おji ~4，: 仁i縁部A突起

84 19 G " 口市主部 LR縄文一→沈線 口j北部B突起

85 17 G 1/ " LR縄文口→唇沈音[線壊→111U熔連t続ì~í ・
刺痕列

UIl 口市設音ISB突起

86 18 G " " LR市政;→持j部t-j;長釦連続肖
日 WJj;J.f{子IJ 針三 表長 .Itl_tu/f.!~I*・ L

87 18 C 1/ " LR縄文→沈線→磨消 1m 口減音IjB突起

88 17 C " " LR縄文→沈線→磨消 鉢 仁i紋古IjB突起

89 18 C " {本 〔雲形文JLR縄文→沈線→磨消

90 18 C " 口告示音IS [;<t!1ラ丈JLR縄文→沈線→磨消 ill* 

91 18 C 1/ " 〔雲形文JLR縄文→沈忠良→謄{ibi t本 |すと口芸L減にタ部突k炭起化物{すす}

92 19 C " 付三 LR縄文→沈総→!軒目 J，ífにターィ叫ん災化牧I{'J'~古二

93 J7 C " " LR純文→~t~)j~→磨消 ill* 表主にタール:IJ説化秒斤l活

94 19 C " 仁li]:安~部{本i~:I~ LR純文→沈椋→磨n1j
ill* 

表裏にタール;1);炭化物1'J'右
日時音[~ìlIff:7~判!久子IJ. *t'dJ:]I:!lMJft~U)i! 

95 18 C " " LR~Jli丈→沈まi)i音l→王i寺統泊制→使亨IJ j支鉢

96 18 C " /1 
LR純文 づ土利{歩踏 ?ì~ 鉢 |口縁部B突起
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番号 出土地区 出土)首位 音15 位 ユζ 様 1蒋 成 器祖 fiHl 考

97 17 G 砂lím~)習 しi主主部 LR縄文→it線→麿消→連続刻目文 |j芙 鉢

98 17 G " 1/ 〔主:形文JLR縄文→沈線→磨消→連続刻目丈

99 19 G " 口市ま fflS [~;-J Iヲ丈J LR縄文→it線→臨時→連続刻目丈 表赤色IW*q.

10() 18 G " " 〔雲71ラ吋 @4，- 去にタ炭化/し状物付子7

101 18 G " " 〔雲形文JLR 永田文→i土利(韮索現百丈 口iiま音I¥B突起

11J2 18 G " " 〔雲形文JLR純文→、ゴ一変IJ目丈 1111， 口紋部B突起

lり3 18 G /1 " C 字文(RL縄文) 針に

111，1 19 G " 体 音rS RL縄文→沈jiil 喜本

105 17 G /1 /1 LR縄文→磨消→沈tjj! 3イミ 表・~~色顔料

10[j 17 G " 額音1¥-体部 LR品目丈一〉頚部沈iii!

iり7 19 G " 口減音15 LR縄文→沈おjl→麿df 吉本

108 18 G 11 " LR 縄文→沈帝京→連続WIj;}Î~列 2本 表裏に炭化物f;j'51ヲ

109 18 G " 体 沈線→連続刺痕列 主本

11り 3 G 粘土)習 仁i純音1¥ 沈キJJi IJ唇部連続刺痕列

111 18 G 砂l深層 " j尤線 連続刺痕列 針三 LJ紋部Iヨ突起

112 17 G " イ本 沈総→連続刺痕列 illic_ 

113 18 G 11 口紋音[¥ 沈和jl→ ;ili*削i1J痕列 吉本

114 18 G " ~n it判l→連続刺痕列 鉢

m 19 G " r-j株音ii i土線→口容部・頭部連続料杭初l 鉢

116 17 G " " 沈紘一→連続刺痕亨IJ ill4c_ 

117 17 G " " it線→述続刺痕亨IJ

118 6 G 粘土層 " j尤料{ 〉仁!唇音I):I射訓ilJ:JIザ IJ 針三

11!1 19 G 砂押IH百 11 LR縄文→沈線→連続刺岐列 ill* 

120 19 G " /1 RU土線→沈ii!i→[]唇音1¥原音1¥連続刺:)I{JIJ 長に炭化物付着

121 19 G 11 /1 LR~:ili丈→沈iii(→麿消→連続刺痕列 j架 ill4:

122 18 G " /1 しR 縄文→!何時一→沈純一→連続刺痕列 1架鉢

12:l 19 G 11 /1 LH.縄文一→沈jijjl→連続刺痕亨IJ i菜 illi~ L]縁1~IS B突起

124 19 G 11 " L H.~:i日丈一→沈線→連続刺痕列 j菜 5イミ 11 ~ま古IjB 突起

125 18 G " 11 LH.制丈→沈線→連続料:出子IJ j菜 ill+: lf;，iDこ炭化物付一心

12G 18 G " /1 RL縄文→iUJj!→口持部連続可ilHi{)i1J 1~~ 針L ldIに炭化物付右

19 G " " RL純一丈→it*Jj!→日日部連続可ilJ:)UJIJ 鉢 表主に炭化物付杭|

]2g 18 G " 11 it 司4、水1:1 
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出<-1J'i'J: ，制点グ)，iLJ:;l'，

番号 出土地区 出土層位 部位 又 1葉 1者 成 器種 {荷 考

m 19 C 砂!喫層 []紘音15 沈線→仁i唇部連続刺痕JiJ 針ド

130 18 C 1/ 1/ 沈線→口特部連結束手耳石列

J:l] 19 C 1/ 11 /t線→口唇部・頭部連続ijilj:Jlリリ 吉本

J:)2 18 C 11 件三 j土料~ . :I主続刺痕亨IJ j主口土器

133 18 C 1/ 1/ C 文 針2

lJl 18 C 1/ 口縁部 ]二 文 鉢

];j5 18 C 11 体 T 文 鉢

131i 18 C 11 口縁部 二L 文 鉢

J:l7 18 C 11 二仁 r'7 文 鉢

m 18 C " 口紋音1) 工字文(口唇部沈中}i!) 口紋部A突起

1 :1~1 18 C 11 1/ ユ二 寸J 文 IDi' 

]il(j 18 C " " 二仁 文 鉢 IJ、j皮:1犬口縁

Hl 18 C " " T 寸ー 文 3本

142 18 C 11 " T. 文 鉢

1.J:l 18 C 11 11 工字文(口唇部連続刺痕列) f品 口主主音[SB突起

1114 18 C 1/ 件三 部 ョ: 寸にと一ァ 文 f本

IIG 19 C " [1縁部 ゴー
ー，二す占噌 文 2本

1!l(j 18 C " 1/ 〕二 寸a 文 喜本 表裏に炭化物付付着

H7 18 C " " 工 寸A 文 針i
日政古1)突起・
主主に炭化物付着

148 17 C 11 " 二仁 文 鉢 口縁部小突起

149 19 C 11 " 工 -j- 文 鉢

150 19 C " " エ; にザjき 文 鉢 表口裂縁部に炭突化起物付培

151 19 C 11 " ョ: 文 鉢

152 19 C 11 " 工 -j- 文 針三

15;) 18 C " " ヨ二 寸止J・ 文 鉢 実に炭化物付着

151 19 C 11 " 工品 -J- 文 鉢

19 C " " ]二 己r
文 鉢

156 19 C " " エ: 文 鉢

157 18 C " " ]二 文 鉢 日縁部A突起

15g 18 C " 11 工 文 針L

159 18 C " 11 王; 一二r 文 j支鉢

l!iO 19 C " 件三 rm 与 ]二 寸・ 文 を本
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第三 iiii 立物

番号 出土地区 出土層{立 音[;位 文 様 構 成 ~ii:限 {ill! 

llj1 18 G {品、{記!語 (本 工 :又; ~* 

162 18 G 11 11 又; よ本

163 18 G 11 仁] ~;ま音[i 王; 丈 ~* 
](]/I 9 G 粘土層 体 {fli 丈 j支~*

1(i5 18 G 砂i持層 11 T 文 鉢

1Ii(j 19 G 11 LJ 紋音li 丈 針三

1Gi 19 G 11 1本 古[i 一工; 文 吉本

Hj~ 18 G 11 口 頭 部 二I 丈 "JE 

16D 18 G 11 日前支部 _::r 文; S本

170 18 G 11 仁IJ[[部 又; "w 

171 18 G 11 !民 音[i 丈 1m 

172 19 G 11 日帝京音[i ュ: 文 3本

173 18 G 11 " 丈 鉢

m 18 G " " 3二 文

175 18 G " " ユ二 丈 針三

176 19 G " " 工 日三・

文 針三

177 19 G " " 文

178 19 G " " 文 古本

179 4G fllj十J百 " でs土F- 立: 宮本

180 8G " " ]二 又; 口縁部A突起

181 17 G 砂li~~層 体 音[; ユ…; aで

文 "w 

182 19 G " " ]二 文 ~i， 

183 19 G " 
口品永吉体li 又; j交 を本

184 19 G " 体 T 7ょに "11': 

185 17 G " 口 市議令部 T ;:';・

文 Í~~ 去LJに品タ4ー2古ル11:A!!、炭手E化，E物4十日i

18G 18 G " 11 π 宇工字文(Ln縄文) 鉢 去に炭化物付着

187 18 G " 体 1if; 入 *Jl 工字文 '，w 

188 19 G " 口減音[i 入車[l T 字文 針i

18~) 18 G " 人組工守:丈 "w 

190 18 G " 政部 π字工寸:文(Ll特部連続司iIHfs'IJ) 針i

Hl1 18 G " " π宇工'y:文 針i

HJZ 16 G " jぽ i'iE :tl'~ 文 | 深 鉢
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Ui 4 _1:'，: 洲市のJ己批

番号 出土地区 出土層位 部{立 文 掠 f持 成 器陸 1ffij 表J 

l!J::l 17 G 砂ii主層 底 キ|司 代 在《 j菜 f~~

HJJ 18 G " " 不 IUi ?i~ 鉢

l!15 16 G " " 制 代 証 j架鉢

]0G 17 G " " 金s: 丈 i架鉢

lり7 17 G " " 制 代 在《 j来鉢

HI8 16 G " " 議司 代 :}H 深鉢

HIH 17 G " " 代 在ミ j栄 吉本

2111) 17 G " " 木 守-山5 :}l{ 均三 吉本

211] 18 G " " 市岡 代 痕 i菜鉢

20Z 18 G " " 11#1 付ー 古本

:~IJ:\ 18 G " " 主IiJ 1-t 主主 深鉢

204 16 G " " まl司 代 !主主 j菜鉢

205 17 G " " 品開 代 1佐{ 深 illi~

(2) 石製品

石製品は総数 204点出土しており、その内訳は、石鍛27点、石棺14点、 石匙27点、

箆;I)~石器13};立、打製石斧 4 点、磨製石斧23点、削器 2 点、掻器 6 点、不定形石器17点、石おIj 1 

点、石刀 5点、石体 4点、凹石26点、石血119点、岩偶 1点、有孔石製品 1点である。その他、

1IJ化水も出ゴ二している。

①石鍛(第19図 1-27) 

干h石I引効主幻lは土27lう，1υl ると、以下の 3類となる。

1 #[としたものは、いわゆる 形態としては、銀身の下半部が最大幅となり、

この最大IIJfli の部分から基部にかけての形状は、法音1)に若干の扶入が入るものである。このg~nは

l 点のみで最大長 2.1cm、最大IIJE¥1.3cl11、最大厚 0.4cl11、重さ 0.8gのま1-iHlJ1直を得た。両面と

も紋Jlltこ 二次1m工を施しており、石質は頁岩である(第19図 4)。

2 ~ü'i としたものは、凸 3点出土している(第19図 1~ 3 )。 基部が丸11末をおび

るものや、中央部が若干ふくらみ、断面形が菱形となるものもある。長さは 2~ 2. 6cI11、 rt届は

o ，7 CI11 - 1. 8cI11、重さは 1gのものと 3gはどのものがあり、 3 )~干しす 1白[ハ、、」 υノ、 る。

3 J!fiとしたものは、 23，1，I?:出土している。大きさに大小の差はあるが、一

形の媒身と、その中iM出LLt二茎が突出しているものである。

)[I~吉1)の形状からみて、 )jj~部が i主主)j~flヲな 1点( 5 )。基音GiJ"突出して茎へ

と続く、いわゆる凸正有茎倣が22点(第19図6-27)である。 中には、主主部、茎、

先端部な を欠くものが多く、完形資料は 7点である。 6は、銀身と法ttrSの区別がやや不

i明l僚である。 16・17はnJli的iともお11かく 一次力[]工を施しである。 18は主主部が丸i味をもって
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第19図石倣・石棺突~Hlj 図
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出:l~:t ftJ品売の記;hj!:

突出し、茎が倣身のわりには示Hll、ものである。 19は木葉形で内厚のもの。 20と21はこのiiflの中

では大型のもので、長さが 3~ 4 Cll1あり、重さも 2g以上ある。 21と22は、芸部や平にアスフ

アルトが付着しており、着耐の桜子が窺わ~'しる。

3 Niの石鋲の大きさは、長さが 2~ 3 CIl1のNijのものがほとんどである。重さは 1g 以下のも

の11点、 2g 以 iマのものも 11点で、 3gを越えるものは l点のみである。

石質はそのほとんどが頁岩であるが、 9と10は石英、 17は黒曜石である。

②石槍(第19凶28 第20図的~41)

干Ii台は形態からみて伴:IKを呈するものと、木葉7F;のいわゆる尖頭器引呼ばれているものとの

2 椛J~nに分けられる。体:1犬を呈するものは 8/;î，出土しており、長さは 2 ~ 7 Cll1までで両耐に了

宇な二次加工を砲しているものが多く、断面71ヲは菱JIラか三角形状をなす。木葉JF;は 6点出土し

ており、やや丸!味をおびるものは39と40である。 36は給身の上部がやや!幅広く、肩平な!出じを

受けるもので先端部を欠いている。

Z石1質:はlμ4ι心jλ点1，‘J江i

③石錐(第20図4位2~4必8 第2幻1 図4羽9~5日5)

石針tは14点出土しており、形態的に分類すると以下の 3類となる。

1 ~!fiは、先端部が三角形状をなし、全体的にス J) ムな感じのもので 7 点出土している(第20

図42~48) 0 44はつまみ部を円形状に加工している。 46はつまみ部も細く鋭く加工している。

2 J出は、大7111のもので、長さ 3~ 6 Cll1、 'IJffi3 ~ 4 cmの三角形状、または方形状の剥片の

を錐:1犬に力n工したもので、 4点出十-Lている(第21国51・53・54・55)υ これらは、つま

分の力11工がほとんど行われておらず、 55のように自然出を残しているものもある。

3 ~!riは、先端部分が二次}JU工され鋭〈クギ状になるものである。つまみ部にも丁寧な加工が

泊されておリ、半円形状・三角形状に控えられているものが 3点出土している(第21図49，・ 50

• 0 52のつまみ部と先端部の一部に アスフアルト状付着物がみられる。

石錐の石位はすべて長岩である。

④ 石匙(第22図62~78 第23図79~88)

石匙は大別すると縦型と横1111の 2tll類となる。縦21jの石匙は12点、横型の石匙は15点出土し

ている。

縦引の石;さをお11分すると (I)比較的小形で薄く、刃部を押圧力i口二で作つであるものが 1点(第

22図62) 0 (II)断[f:uが台形:IKを主するもので二次加工があまり地されていないものが l点(

図66) 0 (IIl)中形で半111身、 i乏身のもので、全面あるいは 刃部 つまみ部等に二次加工を施しで

あるものが10点である(第221玄]63~65 ・ 67~73) 。

また、同様に横J11の石匙もおJI分すると (1)比較的小形で、三角形状を主し、つまみ部、刃部に

- 34 



第20図石棺・石錐実if!lJI:m
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出 2臼ii .1立物

i"lp圧力i口;を砲したものが 3/，1: (第 23[:R174~76) 0 (II)つまみ部がほぼ仁1:1央に位置し、左右シンメ

トリーな形を呈するもので、二次調笠がなされているものが 6 点(第23図78~8:3) 。但1)つまみ

部分が右あるいは左に片寄った長のものがほとんどで 6 点出土している(第24図77 ・ 84~88

すべて頁岩である。

⑤ 箆状石器(第24図的~101) 

箆状石器は、その形状があたかも箆のよつであることから石箆とか、箆状石器等l呼称されて

いるもので、本遺跡では13}主出土している。その特徴としては(1)比較的小型の打製石器であり

(II)rt話よりも長さの割合が大きく佃)刃部断面はほほ、レンズ状を呈するものである。

箆:1犬石if誌を形態から大別すると、直線的な刃部をもっ直刃と外寄した刃部をもっIUIJJに分け

らlLる。

まず 1Ymは、刃部は直刃でほとんどが両刃状をなすもので、形態的にみれば小 II~~9;1) ffI} J~ll 5点

(第24図90~94) で、 90は両面ともにお!〈辺に丁寧な二次加工を施している。三角形状 2 点(第

24図95 ・ 96) は指形の打製::r~J斧を小形化したょっなものである。台形:1たは 4 点(第24図97 ・ 99

~ 101)で、 97は:長さ、 IIJ討とも 3crn前後の小形のもの。 101は他に比較して薄く、つまみ状の

突起を持ち、刃部が了寧に加工されている。

2 ~J[は刃部が rllJ刃で lífij 刃状をなすもの l 点(第と片刃状をなすもの 1 }/，( (第24図89)

に分けられる。 89は 3.4x 1.3 cmとミニチュアのようである。

主
( るハ

⑥ 削器・掻器(第25[;2{]102・103 第21[Sl 56~61) 

剥)干の側縁に連続的な調誌によって刃部を作 1)出したものである削器は 2点出土している

102・103)。長さはどちらも 4cm{立で、::fi質は頁岩である c

第21図56~61 は、 14tzq石Jさのつまみ部を欠損したような JIラをしており、枕辺部の HHJ 回を二次

加工しである。剥 )J1- の周囲のうち刃部等の部{立を ~-ljI圧 }JI仁ζで{ノドうであり、而にも丁卒な力fI工

を方白しであるもので 6/:(出土している。

これらは、 では「不定形暗号;むとして取り扱われている。県内では平鹿i立-hl~; で報

fhf-fijlJがある。

この 6点の中で完形資料は 3点で、長さは 7~ 8 cm、rlJfiiは 2cmHiJ後であるが、 61は 3.5cmと

やや111/1¥広いものもある。 56・57・61の紋辺部の一部や、にもアスフアルトが付恭している

ものが 3点出ゴ二しているの

石賀はすべて頁岩である。

⑦不定形石器(第25・26図)

- 39-
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出 2lU'i :i立物

剥))fの(則辺や末端に簡単な二次JJIJ工が施されているものを-:}古して不定形石器とした。これ

らを形:[たから分担すると (1)方形状、あるいは円形状を呈するもの。

(III)木葉状を呈するもの。(則合形状を呈するものとに分けられる。

(1 )は 4点出土している(第25図104- 106・111) 0 104は表側周辺を二次加工し、ラウン

ドスクレーパーのような形をしているが刃部の調整・角度は甘い。 106は去:iWJ--辺のみに二次

1m_]二を方むしている。

恒)は 4点出土している(第25図107- 110) 0 107は左iWJ辺が直線的で、やや大きめな、右i!11J

)1ラ:[犬を呈するもの。

辺は紺lかな二次加工を施している。 108は在iWJ辺に二次JJ[[工が施されている。 110はIrhjjWJ辺に

二次l]IU二を施し、つまみ:りょの突起をもっ C

(III)は 8点出土している(第25・26国113- 120)。長さ 7-llclll、'11M3 -6 (呪1のもので、113

・ 115 ・ 116 ・ 120 は比較的Wf.\;'~f:JJ g- で、一辺あるいは 1~lljiHlJ辺に簡単な二次加工を施している

ものである。 114は F端部に二次力11工を施しである。 117は夫iHlJの下端部と虫館IJのpluj[1lj_i立に、

二次加工を施しである。 118は喪jCiljのWuif!lJ辺に二次)][日;が施しである。 119はHllI側辺のrりr々 に

一次加工が施しである。

(側II凹叫II同I)J恕知立訂(の 8 }点J

(仰側W附)片1紅知5虫(は 1}点.'l， (第2お5図112) でで、、 J_:Jll2 CIll、 下辺 6_7clll、高さ 6CIllのfiIf~をなすもので、

に自然面を残し、議it!IJの上部はつまみ部として持えようとした Jf!~ 図がみられる。

17点すべて頁岩である。

⑧ 打製石斧・磨製石斧(第27図121-124 第28図-30図125-117)

打製石斧は 4，1.'，i:出土し、 1=':1Jホ慨を岐打して剥離した{fdJn-を京村とし、総辺部を数回の打単に

よって務制部分を作出し形状を持えているものがほとんどで、すべてJ古 JF~~'r 製イ 1I予であるハ 12

1は基部を欠Hlしている。 122は厚さがわずか 1CIllという五与し、もので、制雌したIl祭に与にii干

しゃ日日ーを利用したものか、または単に{fdJれたものであるのかは推察のJ或を脱しないが、 rr;~~11-

斧としての用途を果たし何=たかははなはだ疑問である。

123がi即死質m~岩で、他は WïHi岩である。

次に j語製石斧は23 _r，1:: 出土しており、手U~とIJUftf製石斧 1 ，1，¥ (第3012J142)υ これは、全1(liに製

作時の研磨:肢を残し、使用による刃こぼれもみられる。出Jrr(:ri JIラは附丸 )jI日となる角式製行

斧である。こ j しらには製{ノド II~j: の 1íJfJ告肢を ものや、使用による刃こ lまれのみられるもの

もある。顕在[iや刃部を欠日したものが多く、完)1ヲ資料は 5_I.\l~ である。 125 は 4_ 5 x 1 _ 5cIllのミ

ニチュアで、よく研磨されているカt後-W:による{山居がみられる。実J+Jjjjljとしての!日注から次第

-装飾品としての用途への移行が窺われる。

は、安山岩12点、 iJ己岩 2点、
、

，

l
h
 

・ιZE
E
F
ト
i
，

つd 4 };¥、 1，i}，(て、、ある
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第 4$ 調査の記録

⑨石剣・石刀・石棒(第31 ・ 32図148~157) 

石剣は 1点出土しており、最大長28.4cll1、最大幅 3.7clllのもので先端部は円柱状に近い形の

握りになっている。完JIラ資料ではなく一部を欠損している。石質は凝灰岩である。

石刀は 5点出土しているがすべて破片資料である。(第32図156)はこれらの中でも完形に

近く、長さ22.4cmを計るものであるが頭部を欠損している。製作時の研磨痕が著しいものであ

る。

石質は安山岩(扮岩)、 ~3J~色凝灰岩・粘板岩、黒色泥岩である。

石棒は 4点出土している。すべて両端を欠くもので、長さ 15.4clllのものが最大である。 IIJ話は

5 CIll前後のものが 3点(第31・32図153 ~ 155) 、 3cmのものが 1点である。

と玄武岩である。

⑩ 凹石(第33~38図 158~183)

凹石は26点出土している。形態的に分類すると(1)円形のもの 6点(第37図178~ 180、第38

図182・183)、 (II)方形状のもの 6点(第34図164、第36図174 ~ 177) 、(III)楕円形のものが

も多く 14点(第33・34・35図159~ 173) 、(N)くの字状のもの 1点(第33図158)である。

164のようにサイコロ形をしたものもある。

次に凹んでいる箇所によって分類すると、表裏両面ともに凹んでいるものが最も多く 17点、

片岡のみのものが 6点、表裏側面のものが3点である。惰円形や円形のものに片面に数個の凹

をもつものが多い。

凹部分の深さは;最も浅いもので o.1clll、最も深いものが 1cmで、 o.2 ~ O. 5cm程度のものが

比!I史的多い。

石室{ーは安山岩が13点、凝灰岩が 5点、計五岩が 5点、砂賀j尼岩 1点、砂岩 1点、頁岩が 1点で

ある。

⑪ 石血(第39~43図 184 ~ 202) 

石lIJ1は19点出土している。形が明確なのは少ないが、形態的に分類すると 4つに分けられる

(1)は長方形ないし方形を呈するもの11点(第39~42図 187 ~ 200)。

日1)は円形ないし円形状を呈するもの 3点(第39図184、第41図197、第42図199)。

(III)は(1)と同じだが、周縁に縁を有するもの 3点(第39図185 ・ 186、第43図201 )。

(N)は長方形で脚を有するもの 2点(第40図190、第43図202)。

山部の平I自j)肢は円形、結円]f;と考えられるものがほとんどである。 187は両面使用の可能性

があると思われる。

、砂岩 5点、 2l(、 1点、 iJE岩 1点である G
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出4戸 ，iJI;J fi:の，;己批

⑫ 岩偶@有孔石製品(第44['RI 203・204)

岩HJ~ は/lhí 子を広げたようなかっこうで、 lifi音[5 と込に当る剖;分のないものである。 JJ[lîJ 奇[5 ・腕・

を ~t判!による [Z ，凶で;t:::lJl している。 凝灰岩である。

千f孔干i製JIllはほぼ円!日の行の中央に、径 0.5cl11ほどの小孔を 2Wî] 穿ち、主j[~1jの孔の方がやや

大きめにな勺ている。 2Wi]のJしのII¥J隔は約 1('111ある。石買は泥岩である。

く正工D
zrs 

204 

ζ二コ
cm 

第44図

註 1 llL北 U!j'に所イ1:する九年焔遺跡の第 5 2 なさtLている。

5主2 、[Lばti立回;では されているが、石名館遺跡出土のものに るのは 10点認めら

ht:ニ 0
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f.j¥ 2 t!II j立物

第 2表 出土石製品

ヰi位[土cmIえび日

|馴
持団 出土 法 itf

石質 令指 考
番号 地区 最大長制己中日最大厚重量

種類
挿図 出土 {仁-/ι~;: ←一}i一1土-

主i質 iiHi 少J 

番号 地区 最大長[間口l同口重量

1 18 2.0 0.7 0.5 0.9 頁岩 35 18 6.4 1.6 1.0 9.2 頁岩

2 6 2.4 1.0 0.5 1.0 " 36 18 4.2 1.9 0.6 4.2 " 王子
3 18 2.6 3.2 11 37 19 3.2 1.6 0.8 3.8 " 

18 2.1 1.3 0.4 11 38 18 3.0 1.9 1.0 5.0 " 
5 18 2.0 2.0 0.3 1.0 11 39 18 3.3 2.2 1.1 " i立
6 18 2.8 1.2 0.6 1.5 11 40 18 3.1 2.3 0.9 6.2 " 
7 6 2.1 1.2 0.6 0.6 11 41 18 3.3 2.1 0.8 4.5 " 
8 7 2.0 1.2 0.3 0.5 11 42 19 1.8 1.6 0.7 1.6 " 
9 17 1.9 0.6 1.3 石英 43 18 2.8 1.2 0.8 1.6 " 石
10 18 0.5 0.9 11 44 19 2.8 1.7 0.6 1.7 11 

11 19 0.4 0.6 頁岩 45 18 3.9 1.6 1.0 4.2 11 

石
12 4 2.5 1.2 1.2 11 46 9 1.5 0.9 3.6 11 

13 7 I 2.4 1.5 0.3 1.2 " 47 19 4.0 1.8 1.1 8.1 11 

14 2.0 1.2 0.2 I 0.6 " 48 18 4.2 1.7 1.1 7.1 11 

15 18 2.0 1.2 0.5 1.3 " 49 5 2.2 2.7 0.8 4.1 11 

16 18 2.2 1.6 0.3 0.8 " 50 19 2.3 2.0 0.9 3.5 " 
18 2.1 1.5 0.4 0.6 黒11程石 51 18 3.5 3.0 0.9 7.4 " 

18 18 2.9 
訪英

2.1 0.4 0.9 頁岩
錐

52 17 3.3 1.1 13.2 " アスフアルト付着
19 J8 1.4 0.8 2.7 " 53 ]お 5.1 3，1 1ユ11.5 11 

20 18 3.3 1.7 0.8 2.1 " 54 18 4.5 3.5 1.4 15.6 " 
21 7 I 3.8 1.7 0.5 2.5 11 アスフアルト付着 55 19 5.3 3.8 1.7 24.6 " 
22 18 2.2 1.6 0.4 1.1 11 " 56 18 2.9 1.8 0.7 3.7 11 アスファルト付着

23 18 2.7 1.3 0.3 1.1 11 57 18 6.9 2.2 1.1 15.7 11 11 

J蚤
24 18 2.6 1.3 0.3 0.9 11 58 19 3.5 2.2 0.6 7.3 " ヤ一一一一

25 18 3.2 1.0 0.5 1.2 /1 59 18 6.8 2.4 1.1 15.6 " 一台庁

26 17 3.2 1.1 0.5 2.1 /1 60 18 3.6 3.0 0.8 9.8 11 

27 18 3.2 1.3 0.7 1.6 11 61 18 8.2 3.5 0.8 26.7 " アスフアルト付着
28 7 I 2.1 0.8 0.6 1.4 11 62 18 3.2 2.3 0.6 2.6 11 

29 18 4.0 0.9 0.7 2.9 11 63 18 3.3 2.5 0.8 6.1 11 

石 ::]'-]" 

30 19 3.9 1.4 0.8 4.8 11 64 19 3.4 2.5 1.0 8.8 11 

31 18 4.5 0.9 0.7 3.1 11 65 17 4.6 1.8 0.8 4.9 11 

32 18 4.6 1.1 1.0 4.9 11 66 18 5.1 2.9 0.8 13.1 11 

拾 33 4 I 3.4 0.7 0.5 1.2 " 
匙

67 18 4.3 2.2 1.0 7.9 " 
34 19 5.7 1.2 0.5 11 

ト一一一一

681181 4.811.81 0.81 7.8 11 

63 



部4:Q主 ilJ，'，j1tの記jJ

種類
持団 出土 {ヱ.: lJt 

石柱 1Jill ゴJι 
番号 地区 最大長最対話乾時重量

種類ミ挿す図口I出土 法量
石賀 11m 考番 地区 最大長最大幅最大厚重量

69 19 6.2 2.4 0.8 9.2 頁岩 製1103 19 3.8 3.0 1.0 11.7 頁岩

70 18 5.5 3.6 1.1 12.1 " 104 18 3.2 3.5 1.2 12.4 " 
71 5.2 2.4 0.8 8.6 " 105 18 3.4 4.2 1.0 2，1.1 " 
72 19 5.3 2.9 1.1 12.2 " 不

106 17 4.0 4.5 1.1 20.2 " 
73 18 5.1 3.7 0.7 12.3 " 107 17 4.8 3.7 0.9 12.4 " 
74 17 2.2 3.6 1.2 6.3 " 108 18 4.2 3.8 0.8 12.1 " 石
75 19 2.5 3.2 0.9 3.6 " 7Iと~ 10り 19 4.1 3.6 0.9 14.3 " 
76 18 2.6 4.0 0.7 5.4 " 110 18 6.4 4.8 2.1 27.3 " 
77 6 1 3.2 4.0 1.1 10.4 " 111 4.0 6.2 1.5 45.8 " 
78 18 4.2 5.3 1.1 20.8 " 7f~ 112 7 6.0 6.1 2.2 72.1 " 
79 18 3.7 4.2 0.8 11.5 " 113 18 6.6 4.6 0.8 21.1 " 
80 5 I 3.9 5.2 1.0 15.6 " 114 18 8.2 3.7 2.6 62.3 " 
81 4.9 1.2 18.3 " 1::i 115 18 7.0 4.0 1.1 21.5 " 
82 18 3.8 5.6 0.9 15.7 " 116 18 8.2 3.3 1.0 21.2 " 匙
83 19 3.1 6.2 0.8 10.0 " 117 17 8.5 3.5 1.4 29.7 " 
84 19 2.8 4.3 0.9 9.3 " 

器
118 19 8.5 4.0 1.5 47.1 '/ 

85 18 2.2 3.5 0.7 5.5 " 119 18 10.7 3.5 1.8 50.7 " 
86 17 2.8 7.2 1.0 16.0 " 120 17 7.9 5.8 1.3 62.0 " 
87 17 3.7 7.9 1.1 11.7 " :tJ 

121 7 6.0 7.4 2‘3 132 粘板岩

88 8 I 4.5 7.0 1.4 24.5 " 事2122 17 13.7 8.2 1.3 95 " 
89 18 3.4 1.3 6.5 3.4 " 1::i 123 4 114.8 8.0 2.2 355 紙質腸

90 19 4.3 2.5 1.0 12.6 " 
斧 124 18 14.4 7.8 2.7 395 粘板岩

i?(じ、.) 91 18 4.6 2.5 7.0 " 125 5 4.6 1.2 0.6 純招碕

92 18 4.9 2.7 1.3 16.5 " 126 17 5.6 3.3 2.3 61 1 i.尼岩

93 ]8 2.9 21.6 " 磨 127 19 5.2 4.2 2.5 80凝灰岩
:1た

94 17 5.4 3.1 1.5 20.6 " 128 18 6.0 3.7 2.2 9.5 地j組天岩

95 18 5.5 3.6 1.0 13.7 " %壬1] 
129 19 4.7 5.0 2.4 112 安山岩

96 18 5.8 3.8 1.8 30.6 " li 130 18 7.5 3.5 2.0 50 凝灰岩

97 6 3.1 2.8 1.1 22.8 " 131 6 8.1 3.6 2.4 110 安山岩
ヤー

98 18 4.9 3.5 1.8 30.0 " 
石

132 19 7.9 4.2 2.3 132 拘駅岩

号先 99 18 5.0 u 29.51 " i 133 7 8.9 3.7 2.4 128 完U岩(1賠

100 18 5.3 
竺13。" 

101 18 4.5 " 

T千 134 18 6.5 4.8 2.0 52粘板岩

135 18 7.7 4.0 2.4 120 安山岩

I一h1a-日r 18 3.7 2.3 I 0.7 I 6.8 " 〕山 19 8.1 4.2 2.5 " 
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部 2i1ii 泣物

種類
持団 i出土 ìi~ 土古

石笠 官i1J で口F 
番号地区 和三長最大幅]あた厚重量

種類
押図 出土 法量

石111備 考
番号 j自足 最大長最大幅|最大厚重量

137 7 I 7.7 4.71 2.6 165 安山岩 171 18 4.2 4.9 3.9 118 凝灰岩

138 7 i 8.6 4.5 2.3 14 11 172 6 114.5 5.4 u 368 11 

~? 139 18 .51 U 2.3 131 11 く 173 3 119.1 7.2 3.7 525 安山岩

HO 7 1 8.0 3.51 1.8 88 1 J奇岩 m 7 8.6 5.9 2.9 160 iJE 岩

事1141 18 3.8 1.4 72 I i尼岩 175 6 9.9 5.6 3.0 156 11 

142 18 10.7 3.0 2.6 140 結包ti:I1i岩
~i、

17G 18 12.3 7.4 2.7 285 安山岩
ト一一一一

石 143 6 I 8.71 u 165 釘山岩¥H端: 177 17 10.8 7.7 5.4 802 1/ 

}4ij 1 19 103l37126!155 安 岩 み
178 7 110.2 8.3 4.5 300 (li'煩)泥岩

斧
145 19 9.61 to 2.8 200 /1 179 10.9 7.7 5.5 595 安山岩

146 19 11.6 5.4 2.6 258 11 180 19 13.0 14.0 6.0 840 1/ 

147 17 11.3 4.5 201 i註灰岩!
;百 5.3 490 11 

148 18 0.7 .91 1.3 20 キr'i板岩 182 19 5.8 315 i疑灰岩

石 149 19 8.4 2.8 O.fJ 30 " 
ト一一一ト一一

183 19 13.9 8.2 7.0 1060 安山岩

151 19 110.3 2.9 1.4 45 地j制措 184 4.4 u 1.1 21 I i尼岩

万 152 18 12.3 2.4 1.7 58 þ:l仕出 (f~岩i 185 8 5.1 4.4 2.3 40似唄II岩

HJ 
22.4 I 3.2 1.1 125 黒色ilE岩

ト一一

不明 7.61 2.9 1.5 60 

186 19 6.2 4.5 1.5 35安山岩

187 18 6.0 7.2 2.0 100 1/ 

一
石 153 18 .0 [ 5.2 2.9 川 頁 岩 石 188 19 7.9 6.8 2.5 182 凝灰岩

M士 154 19 .71 5.1 3.9 " 118D 9.1 6.3 4.0 270 i H} 岩

155 17 15.4 .71 4.5 485 玄武岩 190 19 7.3 9.0 3.1 105 砂岩

J4f 31i 1 157 18 28.4 3.7 u 222 i疑灰岩 191 17 7.4 9.4 2.2 148 11 

158 8 110.6 5.8 1.8 220 安山岩 192 17 8.6 8.4 4.5 540 l岩

159 8 111.7 4.8 405 頁岩 193 5 8.1 7.5 5.6 480 11 

く 160 7 9.6 180 j尼岩 194 18 10.2 10.8 2.7 440 11 

161 19 11.4 130 iiii:灰宕 195 19 10.1 10.1 3.1 335 11 

162 18 2.8 152 ìJ~ 岩 H16 18 14.8 8.9 3.1 510 1/ 

は、
163 8 (J.9 I 4.8 2.9 130 説灰岩

164 19 6.8 [ 6.6 5.2 432 安山岩|

197 I 18 16.6 7.5 2.4 355 {l'}'石.__，_， 

1J11 一
198 1 5 J:-l.6 7.9 6.2 719 1/ 

み
165 7 I 12.1 I 7.0 3.41 州 11 199 18 12.9 10.2 2.9 350 安山岩

166 17 3.0 225 iJ己 岩 200 17 11.1 11.1 5.0 880 11 

167 9 I 8.3 6.7 3.4 270 安山岩 12.4 15.3 3.8 545 I凝灰炭

~i 168 17 12.4 4.4 3.7 245 1/ 202 17 13.1 13.5 .4 1 990 砂岩

169 7 117.2 6.7 595 石IJ_I μ[ 19 3.7 4.1 .2 1 2.0 iJ~ 岩

5.5 石LムZ |岩間 204 L'J ) 53!58i5 35凝灰岩



者 4:r;'i: jj}lij1tグ)記は

2. 平安時代の遺物

(1)土器

本遺跡から出土した平安時代の遺物として土師器・須恵器があげられる。土師器は僅少で、、

そのほとんと、、が喪形土師器の)J同部破片である。須恵器もその全容を知 f)得る資料は少ないが、

郎形、壷、姿形を呈するものが多い。

士不71ラ土師器は 1点のみ図化できた(第45図 1)。回転糸切り技法により輔i撞から切リ離され、

外面体部下半に「日」 られる。色調はにぶい様色へ浅黄樺色を呈する。

t不7f-;須忠:器は 9点が図化できた(第45図 2-10)02-5までは表面採集・耕作土中・ 7が

17G砂喋層中、 8-10が18G砂際層中の出土であるが、 2・8と3-7・9・10では、器形・

胎土・糠縮からの切り離し技法・娩成・色調が明らかに相違している。 2 ・8は口径に比して

底径が大きく、器高が低い。回転箆切り技法で)1漉鑑から切り離したあと底部を箆なでしており、

胎土にはよく精選された粘土を使用している。色調は灰白色 (2.5Y 8/2) を呈し、焼成は良好

である。これに対し、 3-7・9・10では、胎土に砂礁を混入する粘土を使用し、器高がj底径

とほほ、同じで、回転糸切り技法により離輸から切り離されている。色調は白灰色 (7.5Y8/1)

から灰黄褐色(lOYR6/2) を呈する。焼成は良好で、ある。 7-10は、蛍光X線分析による胎土

分析・産地推定試料とし、分析した。

壷・諜形須恵器(第46図)は、いずれも表面採集・耕作土中の出土である。 11は大型広口壷

形須恵器の口減部破片である。外面に箆状工具による整形が行なわれている。 12-16は胴部破

片であるが外商に平行叩日文、内面に同心円・青海波・扇骨;I]tの工具・当て呉の痕跡がみられ

る。 17-19は、外面に平行叩白文、内面も 17と19は平行叩目文がみられる。 18の内面も明確で

はないが、平行叩白文系の「当て具」工具痕が認められる。外面には利が全体にみられる。

11・18・19は蛍光X線分析試料とした。

(2) 石名館遺跡出土須恵器の胎土分析

三辻利一

胎土分析によって、須恵器、珠洲系土器の産地を推定することができる。本報告では石名館

遺跡、オホン清水北遺跡、大鳥井山遺跡出土須恵器、および珠洲系土器の胎土分析の結果を報

る。

はじめに、 Fe量を第47[~]に示しである。この図の上半部分に対応する産地の窯、または窯跡

群出土須恵器の分布領域を示しである。この図を使っと秋田県産か青森県産かの判定は容易に

できる。そうすると、石名舘遺跡出土須恵器はすべてFe量が少なく、秋田県産の須恵器とみら

れる。しかもFe量のやや多い秋田市内の手形山窯、上新城窯、下新城窯産でないことは確かで

あろう c 成沢窯、物見窯などが産地である可能性がある。オホン清水北遺跡出土須恵器もすべ
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第48留

嘩

査官・オホン清水北・:大鳥井山遺跡
恵器のCa量

は

成沢窯に対応したが、 Rb-Sr

でも 対応し、成

とみられる。 7 ・8 ・9

は郷土館窯に対応するように図

な:しである 妥当で

あるかどうか検討してみる必要

がある。勿論、これらは成沢窯

領域のすぐ近くに分布するので

も十分ある。

10は海老沢窯に対応しているが

産地はよく分からない。第52['2{]

には、 j主計:+

のRb-Sr 分布図を示す。 Fe、

Ca 、K1Z~1 子ーより されるよう

3と4は珠山附立域l二、

初(!lヲゲ 11/

物弘.iIij ~ì)\ヰ号

吹 HIili 内の祭

片川区{祭助;

ji下 iW M: 

1~2 リ 11 -rSt iKi t点

5と6は青森県五所)11原窯跡群産と推

された。これらの推定をRb-Sr分

でさらに確かめてみよう。

には石名館遺跡出土須恵器のRb-Sr

を示す。 .26・27・

28・30は成沢窯領域に、また、

・23・24・31は物見窯額域に分布

するが、 29は両領域から少しずれる。

しかし、分布領域が近いことからみて

お以外の須恵器は成沢窯産である可能

性が大きい。 23は物見窯産というより

仕方がない。第51図には、オホンj青水

北遺跡出土須恵器のRb-Sr 分布図を

民
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出土須
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また試料番号 5と6は五所川原

窯跡群領域に対応する。この結

果、 3と4は珠洲焼、 5と6は

背森県i則からの搬入品と判定さ

れた。

なお、石名館遺跡、の土器につ

いては、次のように対照された 0.5 

。、-
i
v
 

21・・・・・・第46図11

22..・・・・第46図19

23・・・・・・第46図18

24・・ー・・第45図 8

25. ・・・・・ gf~45l~10

26・・・・・・第45[g17
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HJ-Jdi11寺代そしてi昭和初1[:)]に発J};I¥が行われた区主主では、思い ル カ {~'(f~

認さ h、多量のi立物かIB::I二したハ そグの)，1出iH1:ゴ土i上仁J二二'.今泣4物均も lほZとんどJr比:ci主している;うがt、{程[li])人¥コレクシヨンン〆

ペやコ叶111寺与判4物均白館吉の4収又京蔵兵f資H半料料fぷ司斗:j千j↓-の仁1+1(にこ 1-)J羽3H後麦IJ]干[名i自館i出官tHご士土十1'.J として」見立出すす‘ニ とカがfでで、き るO

今[lJ]の調査では、純文 IJ寺代 lj-111:]J からI!ç~刻、平安時代のi立一 !I均が多量に出土しているが、そのほ

とんどがす色lÎ'少 Tj~~層 rlJ からの {1'1 土であ 1) 、，lJ，\色上 11.1からの 11\ 土は僅少であった。

中から各11寺代・1I寺j1，:J]の造物が出在して出土し、その多くが表面 させている

ことから今li:!Jのは、 )Jj(f.立j)立をした物グ)JfH{tl山li，(として把えることが可能である。

1坑i日佐tl砧lf古i可1LIι仁仁←了二土一1← .1:部l二 ブ
ζ〉 は、 17~19 グリ γ ドグ)区J!iえでは

{I，!Jく、 1~ 1Oグ 1) ソドの 12く h，日で;土ぃ。特に 10 グリッドから l グリ、ノドに [(IJ かつて
).-

之主
」

くなることは、原状jむの先端部に近いという I~I 然j也!日による 1佐伯状 ~7L を示すものである。しか

し、 1 -10 グリ、ソド IHJ のおIjj二層!立 iごの青色砂際層 11 1 からの H\ 二遺物か、皆無であることは 17~19 

グ1) リド!日jの多土とは]iu{めて汁照的であり、また、 Ufj干[J初期jの前五と予備調査で時認され

ていたiJt炭層が検出できなかったことは月J*.路としてfi引支も開削されたという事実があるにし

ても、地形成Iz，:]とあわせ児に愉討する必要がある。

1iJ~}11-数の多哀がi立制;の'1;円。]別 )j長女を直接的に表現するとは言えないが、 Mli文 IJ寺代 11免 mjníj業後

ら rI11!'~にそのピークがあゥたように される。 j二時は器形、 JJfi土、文様技法、文様構成、

j;完成等の特肢を総11'EIZJ(こ'I"JI1fJr して・ 1ヨを ~1とめなけ~Iばならないが、 IH したこト

多数;がノト {i!~ 八という本泣跡では、ノトさな1ifUI十i二に表われた特徴から判断せざるを得ず、従来の

二L 印私1í年に )JI~づいて慨脱するにとどまった。 1I免 J{JJ の ~~'If JF.~二l~， ~ij: n には 111i] jhî とも亦色にされて

いるものが多し\コ水jU~井之か，I~老化鉄を i~~' ニ ilιかして

「亦色削干lJと去記した

;子112では、-1'二粍!F;をし、弧:Ikを呈する長j立の )'1-iHlJ nbj'，古jにアスフアルト

とするが、化学分担?して~ ..ないた

め Ghる石器が?J.IJされるつ分知1-，j'蚤器としたが、 11免却jのこj-.慌にfl:H¥する W'JがJ1;杓11しつつあり

. N! Jl.J hi去を る必要が才)るつ

{~-:F }F:~ ・製作 Lの特徴等から選択した 11 ，1，\の;f1 JLI:昔日について三辻

た蛍jtX線分析j去による JJ台二仁分析・産地推定では、北方約24kl日に所在する

たものが多いという結果が符られた。

償手設地・ 1111 北千肝の枕辺古I~には多くの 3nJJ_I: 号fi:;，;~ß1J;がそのずj吋をう'JI られているが供給先を推

るまでには主づていないれ;f[Jよ〈掃の産地推定{土、県内では八森田I土井泣跡に1山、で 2

目であり、これが筑忠器生産と流通の問題を解明する子がかりとなると考えられる，

叩より行っ

され
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